Alendronate と免疫刺激物質 (IL-1, TNF および LPS) によるヒスタミン合成酵素 histidine decarboxylase の誘導:両者相互による増強と clodronate による抑制 by 鄧 雪
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論文内容要旨
1背景と目的]窒
るが,すでに数
という予期せぬ
までマウスを用
炎症反応をもた
を抑翻する。し
βPsの炎症性翻
BPsが投与され
細菌感染や抜
が,N-BPs投与マ
トカインである
節することが報告されており,また,aまendrORa
本硯究において
の相互作罵,および,Ciodronateの効果についてさらに検討
[方法16～7週
 腔注射し,組織の猟DCとIL-1βを測定した。
[結果i①瓦一
との併相投与に
この増強は,Cb
 一5王一一
は見られず,また,
組織での猛一1β
1βの産生につい
 の産生も顕著に抑制した。
[考察]①HIDC誘
のことがヒトでの顎
組織で増加するE
を介し,alendron
 防に有効だと思、われる。
審査結果要旨
窒素を分子内にも
用されている。
増加が続いてい
を含む多彩な炎症
ずに炎症性翻作
 与マウスで顕著に増強される等の報告を行っている。
IL-1とTNFは代表
ならず免疫応答に
N-Bpである。本
絹互作用,および,cioδronateの効果についてさらに
実験方法として
 々 腹腔注射し,組織の質DCと1レ1βを測定している。
その結果,以下
され,この増強は
では顕著に増強
るHDC誘導増強作
組織でのE-1β
産生については
 顕著に抑糊する。
以上の結果から
顎骨の副作胴に
を介し,ALDによ
 であることを示している。
以上,本硯究は
ついて量界で初め
び臨床に寄与する
お,本硫究は揖腔
 げます。
